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せ
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狙
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':寺
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客
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の
毘
第

｡
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等
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等
十

日

三
日
十

三
音
で
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レ
て
嘗
煉
法
束
壬
の
室

に
＼
リ
､
好

日
十
三
月
誉

壊
繁
輔

サ
戴
稀

は
章
節

の
喪

主
明
雪

｡
全
車
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性
反

が婦
長

に
受
諾
.
轟
危

二
年

八
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十
大
ヤ
で
篭

伏
凍
親
王
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解
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で

l
穿
阿
庵
梨

.
馬
琴
十

二

日
拙
句
老
眼

に
直
観

･
岩
鼠

二
等
｣ハ
LE=せ
九
日

､
資
快
速
亀
壬
の
寄
与

に

ょ
り
汲
性
年
産
主
｡
孝

和
元
年
十
l
t
R
六

日
.
二
十
と
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で

遠

印

に
鎖
せ
､り
れ
て
白
河
の
青
畳
乾

に
撞

し
､
亀
動
卑

三
味

院

･
涜
性
キ
常

与
良

を
泉
哲
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喝
救

三
味
乾
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.kS
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専
守
蔽

稜
校
､
無
動
毒
橡

硬

を
茎

て
頃

に

兎
唇
元
膏
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u
持
せ
日

に
賢
帝
膚
.
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治
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-
三
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牢
等
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虐
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二
年

三
晶

僅
師
.
痩

久
三
軍
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一
日
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九
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'
三
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八
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で
庫
僧
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に
任
ぜ
.り
れ
ろ

と
同
蔚

L
lj六
十

二
代

の
尺
合

座
主

に
席

せ
･ワ
れ
後
景
砺
帝

の
葦
埼
膚

｡
珂

何
年

三
拝
廿
日

i

田

中

信

夫

塞
轟

｡
吊

五
年
正
冒
十
､六
日
橿
噂

正

二
石
稀

･
六
三
虚
妄

･
葦
等
磨

G
田
宮
転

を
争
還

し
た
-<
'
晩
硬
の
奏
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に
よ
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三
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三
日
浪
魅
不
富
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席
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牢
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円
甘
五
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･
弼
塊

の
切
転
宅
斉

レ
て
着
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に
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'
碑
患
御
帝
退
位
獲
tP
和
歌

を
と

っ
て
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仕
｡
煙

た
元
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八
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句
十

七
ヤ
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六
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五
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台
座
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寄
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七
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廿

七
日
牢
等
溌
頼
政
'

河

三
竺

百

十

日
･
臥
十
九
p
{
で
大
僧

正
･
商
帝
僧

正
か

ら
膚
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瀬
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快
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瓦
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菅
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佐
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蜜
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∩
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蒋
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蒼
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膏
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鉄
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篠
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葛
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簡
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簸
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兼
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正
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良

在
右

大
臣
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嘘
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二
等

十

二
軒
関

白

に
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つ
て

い
ろ
裁
.
津

と

三
年

の

義

円

の
唾
大
僧

正
特
電
鐘

の
動

学
こ
襲
筒
係

で
は
q

L
で
萌

う
｡

慈

円

は
碇
TF
浪

√
明
雲

が
う
載

苧
ク
け

て

(
.の
儀

tf

看

年

の
頃

に
は
青
塵
晩
∩
敬

の
官

快
諾
葡

王
の
東
軍

の
Tk)
ど

で
､
文
治

か
,ウ
蓮

久

_二
か
け

て
の
獲

丁
暴
食

I
E

七
番
ん

で

慧
謬

し
た
事

水

和
､り
れ

.
恵

円

の
歩

人
.'た

コ
t
､r(
は
育
摩
耗

雅

の
伝
線

か
､り

L
歩

芭
鉛

み
出

て
い
な

い
の
で
布
ろ
｡

も
し

乃
娘

は
気
台
内
部

の
凄
惨
的
杭
撃

を
通

じ

て
､

r
l
の
伝
充

ち

強

化

レ
て

い
る

と
r
Jえ
〃

ろ

専

'･<
芯
乗

る
｡
奉

養

反

軍

市

沢

と

し
て
轟

i/
の
庇
護

の
も

と
に
形
域

誉
れ

仁
者
直
線

口
詠

に

祈

っ
て
/常
田

と

′草
葉

と
の
両

峰

は
固
知

の
印

で
萌
-

.
艮

経

pQ･

4

と
王
よ
も

p(
有
産

,BF.兼

.<
桁
薮

か
ら
院
政

々
kPE
iL
鰭

'6
つ

い
て
㌢

た
-

空

述

べ

芸

(
触

紬

)
雷

G
,kJ
-

取
グ

り
の
庖

簡
亭

～S

ま
た
暴

円

の
西

山
膚

ii
観

壬

に
審

I
J
蔓

倍

に
は

〓
芸

.り
ぬ

主

の
が
-

tlS
･
1火
上
の
裏

年

の
考
秦

芝
象

返

し

に
す
れ
ば

､
O

の
強

の

出
ttJ塀
-

己

嘩
解

さ
れ
う

で
折

ろ
う

.

状

'/
で
牽

円

の
鮭
伝

か
､り
注

目

さ
れ

な

二
と
は

J
建
水

二

軍

十

二
日

廿

日

皿
天
王
寺

帯川
当

に
兼

t
J
,r
れ

て
る
r
l
こ
と
､

建
麿

瓦
等
猿
島

御

上
葺

.<
恵

円

の
豊

に
よ
り

望

<
モ
裏
金

仏
を
席

LJ
L
も

二
七
で
あ

う
｡

四
天

王
寺
金

仏
書
や

.1
ろ
巷

嚢

は
徴

に
す

る
二
三

で

r
ま

し
て
軒

き
モ

い
卓

は

'
B

I(
星

等
食

仏
尽

.'jS
iEr策

は
非
常

に
民
象

的
色

彩

の
長

い
こ
こ
可

ち

誓
約
性

格

の
7u
の
で
祈

っ
た

二

と
､
併

し
食

仏
円
産

に

つ
L

て

云
へ
ば

法
だ

の
そ
れ

と
は
旬

約

に
異

t
5
つ
て

い
七

二
と
.

亨
,
し
7､希
円

は

E
l
東
王
寺

と
深

い
南

朝

暮

し
て
rJ､
た
こ

こ
.

､
の
三

i
軍
で
te
万
｡

玖
工
喪

円

空
育
嘗
院

歌

の
虐

促

と
L

hJl

Vて
の
限
り
で
山

の
毒
俗
的
節
守

に

t
碍

管
寮

.し
た
喪

EE
'
p(
民
愚
的

色

彩

を

苦

っ
て

い
た

四
u<
王
寺

に
盛
者

は
町
瀬

を
と

っ
て

い
ち
逢

瀬

と
-1い
ク

≡
#
J
か
､り
房
柔

毛
レ
仁

の
は
次
の

目
的

が
､り
で
勿
ろ
｡

専
管

抄

が
膝

蓋
ま

じ
リ

の
頻

名
文

で
着

さ
れ

て
る
隻

LJ
つ

い
て
は
･
つ
き

篤
学

に
よ

っ
て
見
解

芸

1J
S

て

い
K,
宛

喪

円

の
四
天

王
幕

hJ
C
鈎

帝

に
於

い
て

み
う
九

を
最

に

一

粒

賢
象

へ
の
､
蚤

的
Q
YL)
の

へ
の
凄
狂

と
い
う
qFJ
ガ
考
え
ら

れ

て
よ

=
要
素

で

は
旬
巧
ま

い
か
｡
備

レ
四
uZ
至
言
倉

仙
崎

止
.､み
常

円

の
直
哉

に
吸

う

己

の
で
あ

っ
乍
三

と
tユ
)覆
円

の
保

尊

的

tb
華

-
育
獲
院
n
軌

相

執
着

と

し

て
の
寄

書
露
呈

し
て

LI
る
さ

の
そ
祈
ろ
｡

c
rの
柔

が
常

嘗

少
甲

の
零
佑
金

地

に
南

す

る
記
育

成
空

箱
呑
奏

状

の
内
庭

と
同

一
で
巧
リ
'
薬
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寧
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ば

廿
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ほてJ
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軽
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現

t
･･
章

fJ..掃

勇
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液
噂

と
は

同

じ
階

級

的
塞

蟹

か
､り
発

仕
l
し

て

い

ろ

こ

と
を
瑠
解

す

奇

に
宰
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覇

P

｡

サ

く
-h
y
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己
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村

博

士
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余

句
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れ

ち
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理
ヒ
っ

い
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の
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撃

雷
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B
･
義

孝

に
漂

し
た
彩
管

森

紬
〕

又
.tF
環
指

と
古
布
れ

叫
fr
の
絶
喋

を
尊

､り
節
食

し

.
か

っ
行

葡

レ
妄

面
冒

屑

讐

し
て

宗

‰

墓

警

吏

ノ
こ

す

る

と
の
ぞ
甘

./
'
備

し
-
な

み
婁

本
的

Li
は
悪

日

の
砿

塙

を
考

努

し
て
整

仁
呑

藩

･hi
E
駄

句

釈
竃

ぢ
ろ

㍍
C
:
,㌣
り
綾
R

を
考
廃

し
ょ

フ

Vj
T

花

の
は

.
東
門

の
略
称

東

を
誰
等

し

て

布

く

二

と
.<
∵

窯
)
円

の
念

仏
盟

･
･-

′篭
閏

G

E7
Hz
至
..7
念

仏

#
(
.B
に
法
然

C
守

れ

Lr
軍

マ
巧
だ
..
tJd
I

を

控
乾

す

巧

に
よ
り

市
電

で
高
リ

.
十

つ

斑

気

Li･Jm
･
垂

ひ

に

速

吠
州
C

仝
Z
h

と

の

碍

直

.木
よ
り
鮮
明

に
rr
す
る
ソ
｣
岩

え

rq
ケ

う

で
あ

ろ

9

こ
の
古
希

か
､フ
鮭

円

空
写

案

す

ろ
L二

t･SJh
だ

(
.

7

､
.
日

E
r
u
f

壬

等
廷

他

至
め

ぐ

っ
て
.

Tri是
瞥

妙

や
･
霊

iL.T
徒
食

帖

に
萌
す

ろ
記
載

宅

の

ぐ

っ
て

J

の
粗
布
･を

)J
リ

-以

下
一笑

に
秀

宗

tiJ

息

の
ろ

こ
こ
LJ
し
た

い

り

餌

.
CJ

I-
I..i-l
R
､記
し
､
真
言

一tl

･
･｢

･
せ

五
条

'
｢
遠
位

卑

㌢
宣
邑

華

札
.Il･
素
更
薮
蚊
､へ
且
殿
御
g
J
に
ょ

ろ

.

∽

六
年
㌘
<
･]!.4
,王
t
高
倉
宮
邸

子
宮
.

川
,

｢
遼

寧
和尚廃し(r･喪円全集し開敗れ
tL
･

｢

和

尚

伝
｣

,U
確

す′)にナれは･同年五円
で

胃

腺

東

宝

座
主

庭

を
裏

手

と

軍るので十
u
T
八

両

に

辞

直

の

表
土)
の
希

し
正

二
,U
木

知
､ワ
れ
ろ
.

済

早

い

軍

L(

つ

:J
乙
は

幸

恵

玖

(
象

4
参
漁

)
G
星
宿

ン
二

叶

河

の

駆
C
木

第

る
｡

叫

帆

上

の
警

低
の
成

鼠

ヒ
1=h
'.
和
3..;.T
I吃

L
左
や

_i
'
-

平
爵
悦
次
毒
｢
準
複

控

坪
野

J
所
収

｢
帯
環

1L一L

l..!滞
RE
.行

｢
百
本
史

の
苛
毘
｣
約
･ti
''
｢
Bi,L垣
芳
し
三

-

I
､

｢
臭
覚

詮

｣

'&
L棒
軒
.

LJ
敬
司

円
泳

‥
望

,･jJ
･院
政

木

管

冬

空

成

し

て
叡

山
の

ヽ
~.′

段
別
を
或

和
人

皇
9
ろ
洋

tr,
Jり
itt壬

S:
.

東
塔
南
谷

の
円
帝
石
.
嘗

取
本
乾
吾

の
百
番
監

管
と
を
は
駄
こ

し
.二
代
7り
の
諾
寅

､
顎

艶

尽

か
号
爪

･

打

壊
兵
伝
葛
ナ
-

ろ
円
玩

.
炉
1.1J吾
t;

円
笹
岡
<
淳
二
∵

右

た

の
は
私
腹

三
号

日
河
芸
宝

木
守
宮

腎

子

C
採
各

(.
た
れ
｡

考
慮
筈
牛

箭

･
;併
嘗

1
･
訳
努

力
･

軍
門
キ
富
家
留
壕

c

n

に

､八

つ

L
t

的
､苧

り
八

鼻

汁
:
巾
良

貨

の
己

こ
に

uF

毘
TF
浩

､

救
っ

て
象
酪
訣

々
鞍

の
_･TJ
等
-.
1)
の
考

に

院
政

T/
Gr2(.C
,私
分

号

責
苛
1tJ
窟

ら
丸
で

買
電
晩
歌

の

産
生

の
芹

)㌦

(.
i子

川
L･It
:
;.
姑

巧

'

虚

し
缶
亥

t='最



i
Tf,'

甘

r
J
◆
_
JI

I▲
一
ヽ
●
T

S

均

一
Jg
倒

ヂ

り
車

間
法
皇

ヒ
凄
通

｡
条
尊

大
等

行
監

の
本
舞

､
泉

,婿
円
陰

の
伽

偶

に
よ
り

育
直

隠

と
甘

リ

棋
各

行
わ

K
h
｡

婦
女

公

法
賢

C
寵

愛

モ
得

て
か
ら

山

の
鰭
制

モ
平
穏

に
帰

す
.

仙

｢
膏
覆
髄
御
門
臥
相
乗
次
句
｣

に
よ
る
こ

行
衷

-

軒

快
I
が

円

-
即

帆

1
智

東
-
悪

覚

(
i,]
山
磐
帝

位

親

王
)

の

｢
桑
鎖

和
尚
重

蔵
表

毎

中
富
放
棄

]
悪

円
全
喪
｣

(n (g)くβ)く//) (/〟
軒

牧

へ｢苧
頂

等
喝
｣

竜
丁

五
上

十V
JK
寛

)

粟

は
東

箕
.

沓
早
良
政

教
可
☆

'

経
胃
管

｢
明

R

記
し

最

Ji
ニ
J
iJ
､
ij
t
八

､
九

､
蚤

:,.･

二
の
麻

の
記
野

ヒ

｢
JtLn

盲
F.V
莫
貯
L

.

｢
積

河
環
濠

三
時
鮭

襲

鎖

和
尚

漁
獲

市
田
音
大

祖

国
粧

し

｢
∩
祭

記

1
印

媒

同

平
富

士
子

｢恵
鐘
和
尚

の
研
究

し
参
照

南

中

n
前

項

各

.
背

唇

と
し
て
藍

川
校
訂

｢
孝

損

要
略
｣

と
五

十
五
さ
え
等

印
牧

｢
篭

碩

和
尚

瀬

等

帝

山
彦
拭
葉
.｣

脚
津

田
左

石
書

･
q
-国
賓
嗣

･
ヲ
官
宗
隼

･
8･
蓉

悦

e<
･
奄
本
序

次
旬

･
召
上
蒐

卓

t
t
.と
の
議

見
学

.

㈱

｢
罷
菅
沖
考
L
T
増

訂
日
卒
思
想

史
研
R
J
L

紬
鴫

.;

｢
後
記
L

夢
讐

和
隼
釈

｢
常

円
令
哀

し

輔

収
註

肋

′.ヽ

の
句
中
鉄

へ
八
と
ttf盆

G
振
裏

il
寄

刀

の
安

室
的

ぐ

っ
て

)
｡

司

上
告
t卓

1
rT
本
導

十
二
机
成

立

更

の
櫛
見
L

カ

三
を

骨

三
択
六

円
軸
等

の
tJ
的

に
,･L<
栗

本.
繋

力

に

己
拘

､り
す

充
分

で
t
b
レ
こ
す

ろ
)

FJt
フ
ー
htロ

ij
天

王
寺

TPv
元
素
聖

夜

太

チ
.
LI
よ

っ
て
直

立

k
r
れ

LLf
と
ー
I

礼

.
嘩

令
楕

代

に
は
南

牧

の
宮

毒

C

二
つ
で
あ

っ
仁

.九

･
痕

現

時

<
･.
喝
軍

に
は

til'
1
u
･LT:小膏

一弼

G
i至

丁
と

し
て

C
兜
他

に
観

東
レ
て

し
･t.･<
っ
仁
｡
増

し

控
u･･八
草
苛

は
別

C
恵

味

で
喜

入

C

岡

.Q
h･fJ
か
竿
超
･わ
た
｡

㌢
･･tJ
は

.

響

/へ
王
寺

C
伽
電

か
う

商

事

巨
歯

も

,V
鼻

輪

は

)て
<
:
覇

,つ
に
稔

･渇

の
3.g
･6
迫

っ
て

い
た

･り
し
く
､

こ
の
･A,8
に
接

す

弓

入
日

の
荘
炭

水
kf･
.壁

の
光
景

を

冒

す
ろ
右

解

く
ri,
;･3
っ
モ
モ
抗

に

∴
乾
留

に
晦

に
関

帖
を
召

し
左
入

冬
は
輯

t
.I

を
愚
喪

C
東
E=
と
対
頂
†
よ

ク

に
JL1
-

､

｢
)
の
伽
藍

称

の

l
地
牽

ポ

い
れ

ば

浮

土
教

工

の
撃

取

と
三
れ

た
1.i苗

で
司

る

･
ttJ
し
て
.

二
の
勇

士
叡

上

の
寧

訊

く

し
て

の

叫
久

手

,..t
tf
.
痕

現

時
什

玖
村

に
は
登
枚

の
岡

忙

モ
か
く

ま
で

に
量

っ

て
護
り

'
乾
故

菊

に
Jt
る

と
ま
す
ま

㌻
人
卓
の

喝

-ヒ
モ
溶

質

号
の

と
守

っ
た
二

-
て

1
鑑

生
伝
JS

I

を
乱

し

Y

'
-I-



;,tt′●･

(3/'.)

て

四
天

王
守

に
ヂ

f
れ
乃
薦

僻

は
:
〇

百
市
費

T.Z
仏
で
あ

っ

た
.

こ
れ

は

叫
矢

王
寺

に
詣

で

て
食

仏
百
万
遍

に
帯

っ
爪

.'tf

往

生
常

と
し

て
は
丘

q

d
til功
絶

大
あ

る

と
い
り
鮭

華

で

あ

布
.
◎

人
今

は
瞳

生

の
皐

.,2
号
椅

ろ
､へ
J
回
天

王
寺

il
参

詣

レ
た
.
象
菅

の
倉

科

の
東

租
を
転

宅

㌢

撃

鹿
本

チ

の
絵

像

を
納

れ

ろ
空

電
院

LJ邦
食

レ
て
太

チ

の
雷
管

tJJ
碍

ui
り

す

を

と
催

生

の
専

-g
電
解

巨
.
◎

帝

日

の

さ
す
野
猿

の
清

に

L
ti!.+&
っ
て
撮
密

の
東

M

に
入

水
す
れ
ば

小
甘
,り
す

厚
生
水

盤

げ

う
れ
fe
こ
い
-

愚
経

で
あ

っ
た
]

ぞ

し

て

つ
)
,
に
竜

で

た
人

々
は
欝
..J
外
bkJ
n
bt
A住
宅

か
盛

年

で
あ

っ
仁

｡
ボ

f)
の

拘

凄

目
さ
れ

ろ

の
は

.
熟

議

･
久

を
環

の
｢
台
記
L

の
記
号

で
下
ろ

･
泉

苧

妄

L.醸

展
覧
号

へ
盲

｡
㌣
封

晶

)
久

空

.

隻
(.L
R
IrlL+
,㌍
嘩

)
-

(諦

薗

せ

卓

御
望

竿

-

丁
に
苦
衷

蕎

箭

峻
)
と
象
美

鞘

t欝

)
倉

,tM

.
･4
万

｢
･芸

妄
紀
L

ヒ
は

五
年

tJ
法
皇
ポ
在

仏

≡
吸
暁

を
喉
蚤

レ
た

こ

と

.小を
乙･
(ti句
三
展
)又
J六
年
には議書と
芙

縄
E

箆

の
御
幸

命
穏
T.譜
.鴫
)t<折
っ
た
J

b
(
i
.
｢
古

瓦
Lに
は

.
r
鍾
斐

伝
L

を
通

し
て
即

ち
布
巾

の
信
仰

.
聖

電

晩
の
太

チ
虐

仰

'

百

万
遍

LtW

'.t
の
億

仰
ポ

K
.し
く
記
載

き
れ

.て
足

巧

と

Y
.芝

に

市
∩

の
外
考

尾

の
内

ヒ
出
専

上
人
ぷ

八
幡
鮭

仏
所

を
楕

え
て
百
万
底
金

血

を
翼
年

レ
.

こ
れ

こ
ぞ
ガ
残
量

G
樹
き
T
･

患
東

の
参

hr詔
の
日
韓

で
祈

っ
た

こ

こ
加
東
き

れ

て
い
ち
.

と
こ
ろ

そ
､
尊

5=
と
Ⅶ
天

王
蔀

と
の
常
債

を
香
魚

す
巧

と

6
)T

t孤
再

伝

｣

に
｢
讐
k
:
至

吾

味
G
J
両
夜

浦

佐
之

珂
L

と

ts
巧
｡

一F..夜

番

任

と
は

逢

え

三
iJ
ゲ
り
産

に
三
等

に
星
ろ

向

に
l
良

と
建
永
二

等

と

に
･.M
円
ガ

El
瓦
葺
等
別
当

に
補

せ

ら
れ

た

こ

こ
雪
嶺
す

.

そ

し
て

｢
和
尚

転
L

に
は
更

に
.
両

農
務

鹿

の
画

に
講
堂

-
聖
雷

乾
己
金

ま
れ

て
ろ
I

を
峰
曹

L

■

的
天

主

に
附

･l･尽
し
て

い
た
東
ヶ
丘

色

泊

C
幼
く

に
寮

附

し

た

こ
と
が

記

さ
れ

て

い
ろ

.
腐

し

｢
和
帝

捻
L

は

.

.#

円
死

徴

か
,ウ
官

紀

三
等

九
円

に
電

ろ
向

...J
'
連
帯
達

が
終

円

(
生

か
行
状

窒
素

乾

す

ろ
冒
的

で
善

し
ii!
こ

の
fL,
旬

る
色

め

に
､

｢
和
尚

庖
し

の
記
事

･宅
¢
句

よ
う

ヒ
事

幡
す

べ

き

か
は
を
帝

P
二

と
･で
甘
い
が

.
建

円

-外
筒
卑

別
蓋

と
な

つ

u
J
e
)
と
托
濠
.

轟

し

わ

る

の
で

節
々
･

◎
文

追

¢
琴

に二
衷
円

.り

.'<
仰
遠

鉄
薯

.

監
斬
達

を

訂
こ
匂

い

脚
気

毛
等

i
J
｢
尺

と
tL:
盛
終
え
象

T(
如

何
千
万
｣
(韻

臥
決
開
T
,請

)
JU
い
ク
霊

芸

々
的

遠

軽

喋
最

を
催

し

て

い
ろ
.
坑

に
｢
軍

記
J

C
記
載

か
ら
畏
貫

J

鳥

卿
法
皇
･

W
.慮
∩
乾

こ
田
天
王
寺

と
の
同
線
を
み
て
舟

い

ち

.+

.
冶

堅

b山
草

に
敬

白
/(:Rl
法
皇

は

.
真

聯
送
蔓

の
金

山
畜
生

′~~ヽ一一-_



T･.1

.〝･Y
,

-管1,I.･l
Vト

I_こ
領

し
て
と

集
殿
内

心
掌

を
吹
奏

(
I..i.'1-;:::::..:.LjI･.::.I...J.I.H
s7
[
,LI:lL.::

言

寄

に
周
章

の
讐

己
(uIru
諸

ぺ
諾

指
鶴

岡

芸

東

町

.b

c
結
線

侠
篭

の
酷

に

TO
.
芝

皇

ぽ

こ
の
箆

仏
空

に
青

苗
し

て

い
ろ
･

又
邑

久

二
h
t
Lf
･汚
星

T.t議

長

王
寺

C
盲

万
良
禽

仏

に

象

繁

し
て

い
ろ
絹
指

張

Y
J
t.節

)
賢

に

｢
-

伝
L

に
T
包

淫

久
え

姫
里
直

保
之
終

七

,tハ
遷

写

し

.tL宣

っ
て
後
告

期

土
星

が

｢
軽

挙
範

浪

h<
王
寺
傍

を
守
数
鬼
大

法
UJ
下
郡
観
等

｣
を

お

ご
唱

い
.
サ

つ
久

遠
払
下
折

厳
等

に
軽

円

古
参

如

し
て

い

ろ
記
事

'<
あ
る
｡

｢
簸

汲
･
矢
王
寺
傍
｣

を
鳥

卵
遠
望

の
択
養

し
た
定

仏
望

に
比
定

レ
LL.
'J
-
K
Jす

れ
ば

田
夫

壬
寺

は
代

々

の
晩
汲

々
枚

の
主

-
魚

卵

･
徴
白

河

･
敬
老

卵
-

C
畢

い
侵

襲

の
吉

こ
に
､
ま

た
亀

田

-
買
気

･
菟
確
円
寵

･
卑
窮

･
望

･･.
秋
n
晩

と
の
痘
痔

七
鼠
斬

c
yi)
と

に
あ

っ
7
発
展

し
た
考
晩

で
萄
乃

と
考

え
､り
九

･
青
草

鑑

門
臥
相
敢
為

と
し
て

2短
円

む

ご
の
毒
乾

と
温

い
関

係
を

と

っ

て

{l
仁

C
で
覇
ろ
.

し

か

る

に

二
の
也
u<
王
寺

今
N
仏
ーユ
芝
電

元
窒

三
F
_
後
真

顔

上
皇

に
よ

っ
て
停

止

を
命

せ
,･LT
れ

て
撃
た
を
う

け
ろ

二
と

と
な
る
｡
渡

を

元
茸

三
月
猿
島

碩

ヒ
蟹

は
｢
念

仙
人
亨

各
議

連

短
琴
｣

ゾ
一
し
て
置
釈
E
乾

の
参

詣
を

こ
.､7

の
ろ

シ
フ
言
)

に
軽

.EF
の
直
義

に
ょ

っ
て

警

吏

寄
食
転宅
倖

字

義

組
成

鰭
鮎
)
竺

…

胃
魂

雪

蒜

t
f
｢
撃

莞

冨

率
毎

呈

御

軍
略

､k.底

.
愚

妹
登

箆

｣

こ
し
て
艮
粛

L=
ム雷

雲
也
と
7)
的

(

禦

弛
詣

轡

空

耳
,J
T
rF
1j
r
,l･t･･2
-蛋

よ
し

に
よ

っ
て
最

E

院

の

至
芸

と
･･-

め
に

(
㌍
纏

福
娘

警

の
で
考

ゐ
･心

気

に

｢唐
笠
伝
｣
亘
.孜
に

｢
望
ま

し
PyJ
置

レ
て
み
ち

甲
各
室

寺

/

で
桁

は
･kJ･
LLi1位
仰

を
整

理

し

て
み

･tl-.
/
L

､
O

L1
万
慮
禽

仏

､

㊤
薄

十
壷

上

の
雪
駄

と
し
て

C
前
門
そ
信
用

し

金

堂
金

利

J=
瑞
門
.L
を

み
.巧

(
J
と
･
①
聖
雪
乾

の
太

子
尼

仰

､
①

繋

汲

の

嘉

へ
の
入
水

'三

㌧
ろ
｡
O

の
百
万
直
4
iil

仏
は

い
､:,
ま

で
を

巧

く
敬

重

主
義

的

･
珂
碇

壬
義
範

で
､

か

つ
｢
赴
酎
鹿

肴

､

定
常

額猛､
恵致
重
蔵

･蒜

義

行

J
C
.騒

雷

箪

願
誓

k

Jり
常

朽

三
現
的

で
あ

KP
o
.
忙

に
岡
野
隈

の
終
層

を
合

す

ろ

'<r

同

と
し
て

J
㊤

の
撃

取

｢
壷

C.
色

二
七
G
･
金

利

の
瑞

相

を
軽

み
た

こ
と

の
鼻

か

i
I二
.仏
た
り

.

ロ
に
'9

G
念

仏
を
宿

っ

た

と
考

え

れ

ば

こ
の
良

仏
は
観
相
',i的

て
YU
初

ろ

｡
又

二

の

在

仏

を
窄

え
で
塩

生

C
た
め

tこ
極

め
て
刊
確

爪
祈
る

と
さ
れ

_●

ろ
丈

で
あ

っ
て

'

三
の
魚

心

に
ょ

っ
て
侮

呈
久
恵

こ
い
)

の

で
け

い
｡

八
大
亨

.rl.{
た
桁

の

l
っ
と

し
て
窒
認

y
ln

て

い
ろ
.

食

仏

渦
療

姓

へ
蓑

笑

の

一
っ
L
L,
適

･言

い
｡

-
.

1

急

っ
て

F
矢
玉
寄
与
Jl
仏
は
講

布
佐

堅
罷
憩

に
基

い
た
た

妹

と
解

す
ベ

J
L

-ヽI

ノJヽ

~-
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一
救

民
象

の
薄

工
毅

へ
の
東
嶺

t
S
決

し
て
高
泉

社
も

の

で
は

く
民
国

で
の
粛
虐
何

的

tP
舌
の

牽
常

置
t
J
L
の

ろ

と

と
古

に
J

鎖

白

河
這
星

に
は
渦
動

L)弼
軽

と

へ
の
東

'Q
.<
同
番

LL
卑

し

毛
こ
こ
が
知

う
れ

る
.

又
こ
の

晩
冬

は
非
常

に
盛
大

に･
宿

わ

れ

た
｡
敬

白

刃
謹
皇

､

天
台
愚
僧

.･
HZ
毒

二外
壁

J

I
稗
貫
衆

の
参

加

の
さ

と
に
魂

項

き
れ

た

の
で
初

フ
て
､
盈
久

,穴
等
監

靭
帯

本
務

穴
乗

除

で

祈

わ
れ

た
矢
名

望

義

解

桁

C

/
会

に

吸
収

し
良
規
嶺

の
燭

を
想

起

し
た

い
｡

1
J
と
写
れ

ば

二
の
嘆

拳

に
厳

粛

ij

.ii,.'小
峯
鮭

?
畏
敬
的

辱

留
民

を
藤

知

レ
ウ
る
｡

壊

久

の
塵

的

k
,り
直

鳳

の
終

-
ま

で
の

二
十

,K
亨

に
わ
在

っ

て
後
遷

御

上
室

木
琴

双

久

重
苛

の
膚

で

､
喜

年
数
座

の
大

濠

机
下

の
新
局
尊

を
祈

っ
た
こ

の

｢
和
尚

伝

｣

.C
転

事

を
羊

,G
-

肇

定

の
寒
村

け

こ
し

た

い
｡

〓

(
喜

田
天

王
HT
念

仏

C
特
徴
的

要
素

こ
レ

て
.
〇
藷

布

佐

生
民
想

に
甚

い
て

お
る

こ
こ

､
㊤

口
牧

の
中

に
観
令

の
要

象

空
を
威

す

ろ
観
想

約

性
格
艮

'ti
.
㊤
泉

前
菜

敏
的

性
格

を

萄

す

る

こ

と
を
筒

出

し
頒
る

｡
席

し

直

与

に
桑

門

が
こ
れ

ら

を
具

体

化

し
て
衝
動

に
蒋

し
た

と
か
t

と

の
判
断

は

く
.た

せ

な

い
｡
､良
'舟

こ
こ
で
想

起

さ
れ

ろ

の
は
.
深
長

の
r
鹿

堅
牢･･

鮎-1'

_t

■▼

▲▼

一
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.
r

叫

集

L
で
吊

る
.
雲
集

の
甲

i)_
は
前
払

の
三
貴

t<
の
で
あ
る
t

Y
し
て
最

歳

晩

か
院
政

時

代
G;
貫
殊

の
野
上

観

は
合
J

漁

を的
で
S
他

b
t
に
飯
食

碍
･f

ll
t
6
0
て
こ
大
勢

L
(は
隻
北

■-∫

は

可
か

つ
ti.
三

五

て
い
.C
a

善

円
木
青
雀
陰
口
臥
相
承

の

≡
.f
B

で
萌
る
軒

を
考
え

る
な
ら
ば
.
机

上
の
三
条

は
連
番

元
年

三
円
後
考

卿
亡

宴

に
よ

る

田
丸
宣
告
.<<
停
止

に
督

し
て

義
仲
円
の
建
策

の
内
客

と
は
t
6
リ
碍

p

い
己
の
で
祈
rO
｡

L
E

が

っ
て
.

つ
二

ま

で
の
吾
桑

は
慈

円
の
念

仏
観

の

(
碍

LLl知

り

つ
を

こ
こ
TL)
に
､
こ
れ
か
ら

の
芳
索

に
為

っ
て
の
大
き
屯

背
骨

と
し
て
の
意
義

を
も
ち

う
る
､

し
ケ
ら
ば

頂
Ht
王

寺
貧

仏
Q
:
止

の
理
由
tf

何

に
求
の
り

る
べ
き
で
旬
ろ
､り
か
｡

オ

t
_二
注
目

レ
た

,/
の
は

r
.
台
宜
し

の
久

の
記
事

で
串

yQ,'

即
ち
出
雲
聖

人
.i
/.
慢
灸

仏
所

を
構

え

て
寒
行
し
た
百
方

蟻
灸

仏

に
-七

一
｢

畏寒
可
/
金

仏
象

､乙
由
･

奄
御
節

(詣

孤
電

)
｢
駄
考

中
旬
盈
最

｣
へ
咽
的
喧

空

十
L)
｢
芙

謁
円
尾

取
入
念

仏
象

L(
鞭
叩
如

p:"

)
と
い
う
記
敏

の
旬

(

､
全

仏
象
I

な
る
親
裁
1<
作

ら
れ

て

い

仁
こ
こ
で
あ
ろ
.
)rJ
L
て
こ
の
念

仏
象

に

つ
い
て
は

.
｢
貰
誓

人
気

千
人
本
論
葺
時
､
封
毎
年

-
魚

雷

遍
念

仏

･
慧

定

泉

句
｣(詣

忙
誓

号

Y

車

五

年
鳥

羽
法
皇
.イ

念

仏

三
昧
乾
を
枚
最

し
仁
際

胡
1
矢
王
寺

三

富

保
を
寧

b,巌
噂

)
T
臭

(
相

場

)念

仏
主

幹

竺

r
lt
T]
1+

.
I

よ

り

′L

/;'

･7.
.
..
I/_.-I

毎

日
分
象
毎

可
定
各

･
上
都

下
苧

乙
専
車

､
Q
I
仰
樽
収

と
k

草

卦
勧
達
者
.
穿
管
有
徒
､
昏
敦
を
永

不
断
と
戦
術

L

t

三

甲
食

仏
人
反
数

十
人
｣
(
篭

に
由

花
)の
記
載

霊

す
宅

こ
れ
り
の
記
載

k
,り
切
天
王
寺
百
万
亀
全

仏
は
G
)東
都
止

席

の
賀
盛

男
せ
..<
念

仏
教

を
作

っ
て
催

JJ
れ

u
t吉
の
で
祈
る
,

(･)
と
､
◎
徽

Lり
If
hTt･L
r
一
回

い
ブ
れ

か
き
ま

っ
色
白

の
き
ま

つ
セ
句
.･W
け
参
蕪

す
る
己

の
で
奄

っ
た
こ
と
､
◎

(
句

に
フ

き
数
十

人
の
仲
南

の
あ

っ
iLF
｡
と
J
徴

C
て
念

仏
泉

は
千
人

を
蒔

､乙
て
い
た
で
祈
ろ
う

こ

こ
.
ま
た
④

こ
れ

i･ほ
t
妾

で
解

散

さ
れ

る
G
で
は
P
く

て
半
.V',<
久
的

巧
そ
の

で
あ

っ
た

二
と
.

祁

旬

Jり
れ

-
法
皇

オ
甘
露

は

(
)
の
民
象
的
色

彩

毛
布
.Jd
阜

第
号
.り
く

千
人
玖
上

/fr
.り
な
る
念

仏
象

の

l
貫

と
し
て
百

万
軽
食

仏

に
参

佃

し
て

い
た

一
言

威
R
.ら
れ

る
の
で
あ
ろ
.

ニ
ー
一RJ
.

宰

G
布
鮫
形
唇

の

(
っ
て
祈

つ
豊

科
は
嘗
卑
下

壱

ケ.

C
瞳

男

甘

千
八
八
上
を
星
夜

と
レ

て
}雷

三
･
号
駈
管

と
己

加
わ
空

っ
の
半
丸
的
盟
織

を
仲

ろ
ま

で
に
生
長

し
上
の

で

祈
る
.
さ
れ
ば
え

1,q
Ⅶ
耳

L壷
JJ2
円
林

田
天
王
寺

で
解

っ
た
鎧

線

収
集

に
は
硬
白

河
法
皇

､

天

呂
熟
僧

'
tt
台

これ
誓

､
t
槻

賢
衷
参
加

し
'
貴

的
烹

敏
的
零

観
象

の
性
格

を
も
っ
て
桁

わ

れ

仁
の
で
は
E
ニ
ー
か

と
椎
発

レ
て
千

日
左
下
､
錯
級

の
卓

に

集

っ
た

1
(
隼

上
下
鯖
準

姦

)
不
知
何

千
万
L

と
.い
う
.
f＼

I-I

こ

こ

,.

(/⊥
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収
民
家

は
.
文
集
直

り

の
諦
象

と
簡
す

べ
R
t
で
な

く
組
残
さ

れ

た
人
f
y

を
ヤ
埠

と
つ

っ

て
'__,
ろ
汽
象

と
解

す

べ
き
で
寄
る
.

E
r
天

王
寺

は
爪

々

の
混

故

々
取

の
主

の
孝

い
良
策

の
芭
JV

ヒ
あ

っ
た

二
と
は
前

に
述

'･{
て

禾

Lt
巨
木
J
想

起

さ
れ
ろ
の

は
東

面

C
｢
咲
禅
譲

宙
論

L

L
'
｢
又
是

仙
来

春

､
篭
皇

新
星

也
天

王
寺
を

<
,-今
尊

卑

念

仏
定
英
俊
党

fJL
と
不

希
,記
載

で

祈

る
｡

こ
の
念

仏
吸

と
は

､
今
.j攣

へ
た
遠
宝

の
在

語

を
つ
け

念

仏
三
吹
聴

窄
平

忙
il
->
た

こ
の
百
万
直

缶

抽
象

tu

J
了

の

で
訴

ろ
｡

元
束

.
田
夫

王
寺

の
伽
藍

の
朴

に
i
J
宿

さ
れ

た
百

万
漉
念

仏
の
誘

象

は
､
か

く

て
御
願

の
寛

LJ
ま
で
発
見

し
､

法
然

の
念

仏
集

団

を

己
守
の
鋭
意

と
喝
'Jtf
し
め

ろ

ほ
ど
の

米

俵

8
)
禾

レ
た

こ

と
u
J
細
り

う
ろ

の
で
祈
る
｡

ff
に
注
恵

し
LLr
い
の
鳩

四
天

王
寺
念

仏

の
y
･2
層

而
I
に
っ
./

て
で
我
ろ

｡
却

一
に
前

に'
四
天
王
寺
櫨

仰
の
稗
鎖

と
し
て
あ

げ

た
㊥

こ
㊨

で
吊

る
｡
@

の
入
水

と
./
･C

の
一は
乎
･P
東
胡

L,

各

桁

レ
仁
痩
舞

･
入
水

=
俊
身

佐
里
思
想

と
同
全

fJ
.
僧

定

I

今

才

二
十

亡
泉

に
駕

上

々
J
れ

て
い
ろ
所

か
-り
み
る

と
t
fV
く

か
ら
桁

わ
れ

た
民
何

偵
仰

の

一
形
悪

と
苧

tJ
.り
九

.
◎

と
相

ま

っ
て
こ
こ

に
呪
術
約

.

,､/
ヤ
ー

マ
ニ
ス
テ
ィ
ナ
ク
存
虐

仰

の

俺

様
を
知

-
つ

る

.
オ

二
に
何
題

と
し
た

い

巾
は

B
天
王
寺
l∫

卓

仏

の
積
峯

葛

の
9
-
智

で
市

布
.

永
遺
上
人

は
伽
浅
亀
宅
､

/

こ
さ
れ
.て
い
を
東

か
う
諸

国
勧

進

の
直

行
肴

で
葬

り
た

こ

と
祈
知

り
耽
る
.

ct
,考
の

原
烏

卿

上
皇

の
将
畝

uJ
り
け

仁
出

雲

工
人
は

｢
台
JW
L

に
｢

〒
警
告
聖

人
主

戦

.
某
誌
北

方
〓
且
､

霊

怪
し
(代
詣

讐

bY

E

諸

の
悪

賢

に

｢
専
修

勇

準

乙
念

仏
.
衣
桁

直
之
尊

像
等

し

こ
,記

こ
れ

て

い
ろ

｡
町

で

｢
北

正
適
し

･
｢
勇

猛

乙
念

仏
｣

L
.
注
意

し
た

い
｡

法
然

●

の

｢
牲

隻
大

雪野｣
に
｢
し
オ
る
人

､
.
つ
ね

に
(
I
の
至
誠

tじ

毛
織
良

心

と
蕎
喝

て
･
雪
像

党
轟

の
忙
電
束
こ
す

邑
至
誠

叱

･

乙
P
･
寸

は
こ
の
枚

の

'･2
ヒ
は
た

ガ
ム
や
､

史
学

7t)か

は
り
.

蕎

己

か
t
f
H
だ
.Q
と

の
差
､

y
,
机
､は

と
こ
.Y

の
産

科

の
虻
は

よ
ヾ

こ
至
観

虹
を
･,

TJ
む

く

と
甲

耳

に
は
歌
う
す
.
そ

れ

は

至
誠

.Q
の
Jr

へ
の
強

姦

'Q
に
二
二
号

第
九

.
高
良

の
至
誠

iZ

を
他

に
レ
て
減
感

tP
奇
tT
す
ぐ

れ

癌

蕗

唱
,り
ぬ

T

布

と
ろ

に
て
tC
る
や
｣

と
あ
rQ,
.

C)
こ
て
は
.

三
心
の
牙

一
の
至
誠

忙
を

｢
勇

猛
茸
蕗

の
忙
し

と
簡

す
る
の

と
.
高
夫

忙
=
最

低

に
北
言

･S

こ
簡
す
,C
の

こ

=
最

の
富

芸

対

比
し

て

的

弟
は
後
秀
句

く

し

て
i;3
ダ
ウ
わ
γ

攻

云
す

れ
ば
吸
着

t35

三
肌
着

は
本
蚤

に
か

な
わ

ぬ

〔
J
と
を
明

快

_こ
説

AJ
哀

し
て

い

る
｡

いて
.J
て
更

_こ

こ
の
至
取

叱
と
甥

二
の
深

.4

､
甘

三

C

裾
何
党
徴

化

と
t,
具
足

し
た
,CL
へ
に
念

仏
を
府
J

,
''(
F
J
で

､

竺

嘉

E<
け
れ
ば
念

仏

の
･Tg
票

現

れ
ろ
毎

讐

)
と

.■

-Y～"

JTl

■



ー●:一･-1 ' 人llVT ･'r'''丁TT T ㌣ T ｢rl,TT･1--I

(38)

't 'こ1号T'i~ミJ7｢ I一二TTr'■●1'
.I

---I -I--1･.--

■ま

L､
て

い
有
ウ

し
た
.{
っ
て
出
蛮

上
人
の
念

仏
は
迭
&
.
に
よ

っ
て
危
急

k
Fれ

た
吉
C
tt
の
で
萄

る
.
嘩

し

同
じ
法
然

に

-

て

い
わ

-

畝
千

回
克

明
虜

へ
の
莞

㌫

貴
簡
轟

綿
哨

)
｢
ネ

革

の
虐

忙
至

と
三

食

レ
て
の
ち
は

･
入
金
せ
ず

と

い
つ

と

.
十

是

五
重

q
み

さ
は
り

を

tb
て
hr

.

い
け
ん
や
飴

の

山
菜

そ
や

と
虐

す

べ
空
也
｣

と
直

っ
て

い
ろ
C

こ
の
書

簡

i
,り
O

h
芯

中
潮

三
の
.撃
甲
骨

碑

忙
の
具
足

ガ
旗
福

ざ
れ

て

い
ろ

こ
と
､
㊤
R
矢

の

.4
性

き
そ

の
ま
フ

叔

仏

と
み
な

し

い

ヽわ
ば
漫
悪
繁

盛

己

は
デ
叶
･り
ぬ

と
い
り

二

,J
の
二
葉

が
指
積

さ
れ

る

の
で
番

う
水
.
◎
は

心
音

の
理

香
亀
岡

す

る

L
缶

の

キ
こ
ろ
晴
圃
塵

に
牲
生
は
現
在

す
る

と
記

く

t
会

往

生
養

毛

想
定

t
J
し
わ
る
.b

つ)
の

一
念

在

生
敦

は
.
代
え
そ
の
支

フ
を

本
営

け
仰
束

,TJ
し
.
我
.ら

は

二
の
理

を
知
,st
な

い
為

に'
迷

っ

て

,J
る
空

正
常

の
蔦

を

つ
め

ば
石

竹
T

γ
.り
無
鮭
本

管

の

効
果
水
場
rd

レ
唾

生
は
来
襲

す

希
と
説

く
本
官
口
的
な
理
髄

I

念

仏
毛
先
泉

L
P
が
ら

.
止
観

で
は
匂

く
し
て
仏
管

の
一
息

L
'
重
電

を
む
く

と
こ
ろ

γ
､り
形
放

さ
れ

た
み
の
で
凍
然

E:
千

の

鉄
覚

字

面
上
人

の

l
忙
食
貧

仏
寵

i1
姓

.1
て
TJ)
認
め
頒

布

と
〓
ろ
K,
祈
ろ
｡
字

面

上
人
は

己
と

両
慈
雨
谷

に
任

し
壷

久

九
年

巷
然

の
毛

と
1
'蕃

じ
た
.
｢
浮

上
伝
灯
魚
私
議
L

亡
命

即

鍔

監

良
覧

上
人
の
剖
蓋

に
｢
所
学

久

日
至

芸

習

､
臥

.;r
fi
.
{

破
敬

観
漫

比
析
永
｡

亘

一
息
義

益
埠
教
義

｣
と

茶

々
乾
き

ガ

萄
力
t
b
文
Jん
こ

t
b
rC,
｡
珂
音

速
本

上
人

の
割
注

に
｢
同
志
亀

嵩

立

三
tSi義

し

こ
祈

り
.

thL
に
}石
本

･
字

面
司
人

の
剖

ま

か

ら

､
両

人
こ

右

に
JE]通

の
僻

敬

重
改

め
t
b
い
塾

に
破
E

さ
れ

た
二
と
i<
知

.ワ
れ
わ
｡

諾
本
居
桁
空

に
つ
い

て
は

｢
三
長
尻

｣

に
｢
濃

を
上
人

l
脅

二
人

､
孝

弘
遼
念

仏
-
叔
萄

諸

仏
藷

教

､
窓

-

L
(
Il茄

蒜

)
､-

仁
㌢

妥

載

芸

て

L
ろ
｡
即

ち

｢
元
久

三
年

二
月
廿

日

.
首

肯

.
沙
円
宿

望

､

喝
､d

t
含

娃

苧

乙
義

､
蚊

勤
十
戒
変

化
乙
東

.
豊
津

会

仏
像

選

東
食
仏
解

｣
｡

つ｣
の
尊

号

に
縁

け
て
･｢
於
桁
空
箱

･
風

殊
本
草

殊
空

ヒ
人
数

一
弟

チ

了
｣
と
長
泉

白
LIり
記
入
し

て

い
ろ
｡
祈

官

の

一
食

'#
峯
義

の
内
蕗

は
知
り
碍

巧
い
亦
字

面

の

t
虹
食

々
仏
教
か
ら

字

面

の
栗
原
卿

て
の

｢
札
説

新
葬

祭

ヰ
F
)
の
…
ti
t
i
桁
空
々

り
推
察

す

ろ

=

と
は
笥

)()
れ
ろ
で

あ
ろ
う

｡
た

す
i

永

二
年

二
月

の
璃
懸

れ
際

に
桁
望

遠
本
島

は
他
薦

回

に
底
魚

と
k
l
れ

て
い
巧
が
.

字

面
屯
覚
虜

は
同
じ

く
底
魚

と
^
)
れ

P
ポ
ら

県
勘
考

の
大
僧

正

の
も

と
に
預

け
ら

礼

-

い
う

警

東

晃を免･かれて
い
る
崩

謂

範

舶J.

二
の
無
動
キ

大
僧

正
を
大
日
本
史
覇

の
轟
着

は
喪

円

と
叫
E
d

し

て
い
勉

こ
の
両
者
･へ
の
郎
畳

に
は
市
警

言

落

し
た

こ

▲

と
が
知
ら
れ

る

木
.3Y
の
但
獲
.は
弄

亀
の
隻
')
鼓

ち
と

思
想

日ト
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と
に
掲
遭

.'{
あ

う
の

で
七

第

ろ

ま

い
か
ま

慾

に
在
査

r
tゐ
.J''

至
内

容

を

fO
っ

て

い
ii'
出
雲

上
人

の
念

ん
と
法
禁

に
泡
を

べ
)
れ

仁
が
柔

円

に
救

わ

れ

仁
j
hL,三
収
の
念

仏

と
ち

虹
取

す

れ

ば
1

.
6
)所

為

は
呪
術

的

l

シ
ヤ
ー
･
マ

ニ

t<
テ
-
イ
ク
･
非
命
理
約

で
和
布

r
I対

し
7
､
､
線

名

は
甲
.'
登
内
質

に
す

で
に
承
廃

的
傾

向

を
乙

っ
本

夫
台

教

学

の
六

号

ろ
夢

轡

の
乙

と
に
形
孤

火
)れ

Lil
メ
級

Lt
.
J･+
リ

鰹

化
さ

れ

た
ヶ
林

泉
的
9
.4
更

で
頻

る

｡

㊤
穐

君

は
註

朽
後

生
だ
僧

に
茎

い
て

ろ
外

､
後

席

は
念

仏
札

外

の

L
加

の
敏

昭

を
ま

の
r
6
い
｡

6
)句

と
古
風
頼

す

乃
木
両

売

は

ロ
粗

の
平

に
可
鈍

り
讃
煙

的
聾

秦

を
会

ん
で
乃

木

､
後

者

は
よ
リ

ロ
私
的

そ

こ
の
東

LJ
取

れ
ば
浅
水
L
に
甲

,l
で
tS

希
･
桶

し
㊥

法
然

.
か

い
て
法

涙
､厚

の
義満
が
う
す

れ

ば
両

君

は

こ
Tj)
Lf.
≡

tL
を
安

定

レP
い
勇

猛

の
良

仏

と
い
う
宅

で

は
塊

根

し
て

F.,
ろ
o
G
)
-
◎

の
相
豊

に
芭
璃

Jり
γ

~
東

面
の

｢
共

禅

翼

邑
諭

し

に

｢
今

尊

卑
念

仏
貴
賓
(
買

王
寺

)
鮫
曹

S
J

L

と
弔

う
記

載

と
､.
阿

弼
･Ly

と
簡

静

と
の
韓
使
果

憂
識

別

す

る

こ

こ
な

J

W
,級

に
募

i=D

レ
仁
民
象

の
恵
諭

と
か
ら

榛

老

す

れ

Ttf
.
丙

諸

の

堅
剛

ズ
ーろ

べ

き
要

素

t
!
決
定

的

な
己

の

で
屯

か

つ
た

こ

と
即

ち
字

面

L
歌

の
盆
.
他
覚

ヨ

を

も

.官
P
T
の
泉

東

と
レ

て
周

会
す

巧
に
&
r預

す

ろ
･,

･3
の

ぞ
tLl
r:I.,
1

仁

t
と
･り

け

と
ら

れ

る
.

辛

怒
れ
金
誉
仏
岩
浅
誉

れ㍗

て

叫∵

く
5
.)
訓

こ
れ
.

辛

の
敦

敦

韓
肴

=
乱
読
新

義

の
激

し

r
)
で
竜

泉

か

,I,
郊
発

の
対

象

と
な

っ
て

い
tC
｡

鳴

っ
て
凍
底

=
妾

腹

の
埼

小
,S:
膏

鹿

の

4
.･2
仏

iJ
管
板

さ
れ

た

田
丸
王
寺
を

仏

ー七
禅

を
ご
ろ

･へ
H
T契

穂

モ

河
..威

し

て

:､
･L
'

)
為

･､
･
;I.
.～
.

孝

三

に
注

目

レ
た

い
の
は
禅

定

の
解
脚

の
内
患
.て
萄

ろ
｡

即

ち
県

屠

元
年

!ニ
tK
は
準

竺

一
年

二
月

の
わ
ず

か

E
l
年
後

で

初

空

貫
で
萌

ろ
｡

阜

竺

二
号
遠
鉄
読

下
が

離
流

水

?

ィ
､
れ

て

後
も

浅
k
Jf
の
念

仏
集

団

で

の

モ
の
は
護
勧

ち
鯉

娩

レ
て
岸

ろ

の
で
斬

っ
て
､

こ

れ

赤
帽

旭
薮

側

を
刺

激

し

て
､実
ld
tLJ
耳

･L'
円

に
は
法
然

の
大
谷

の
寒

林
破

却

ご
ろ
献

啓

ま

で
棄

象

す

○′

る

の
で
節
句

的

に

み
た
幼

く
法
然

の
余
竃

を

る
我

が
常

の

飽

海

と
ぢ
す

と
ま

で

云
わ
れ

仁

皿
天

王
寺
念

仏
木

J
法
然

e

食

小
集

団
弾

圧
後
者

夜

の
何

に
法
然

t
畝
簸

楓

の
己

の

と
し

て
.瞥

戴

t
'
生
花

か

i
J
巧

に
至

っ
た
､

と
解

至
れ
る
｡

以

上

の
老
喪

か
ウ

B
H(
王
在

仏

を
鎗

会

す

ろ

と
.
百

万
嵐

念

仏

を
中

線
と

し
て
凝

臥

し
て
朱

色
m
Hf
王
寺

念

仏

は
軍
菟

ダ
ウ
三
.･2
の
貴

足

を
失

く
勇

魔

の
念

i
1.
と
批
判

さ
れ

.

ロ
私

的
を

杉

本
濃

く

伺

7jb
他
面
現

衝
的

･
シ
ヤ
ー

マ

ニ
ス
チ
T

ク
U
獲

っ

て
尭

獲

性

を

7
7
た
食

仏

で
あ

る

.

モ

し

て
含

仏

讃

E
b
ろ
具
象

を
基

翠

と

L
C
,姐

鑑

の
中

で
鷲

宮

九
､
'
彼

に

二
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の
葡

ie
‥束

に
ま

で
窒

象

塩

入

を
見

せ

ろ
と

と
yJ)
ヒ
法
然

一
塊

ま

で
号

そ

の
粂

馨

と

日
丁

ろ

ま

で

に
至

っ
iil.と
解

liJ
Jり
れ

ろ
〝

-

-
窒tfr
念仏
人

句巷軍
票
叉
詣
絹
誓

M)L
と
し

て
富

秋
口
院

の

･
最

風
乾

象

t
!.
r
養

蚕

群

泉
中

海

日
朝

早

埠

､乙
儀

･
頗

丸

亀

空
転琵
i鰻

ま

し

て
轟

最
良

帝

の

唱
天

王
寺
券

を

を

と
･･と
め

て

い

ろ
｡

〓
れ

ら
こ

記

事

は

講

か
ら
荒

へ

の
民
象

鎮
魂

の
肱

i(
果

敢

至

れ
す

き
の

で
あ

り

句

っ
て
ま

た
電

視

か
､り
す

れ

ば

Ⅶ

H(
王
責

苛

万
鼠

念

仏

へ
の

壕
由
布
｢
漁
沈
思
性
L

i)
さ
れ

仁

の
て

祈

り
.

更

t=
ス
撮

像

に
ょ

っ
て

､

達
慾

に
よ

っ
て
権
告

さ
れ

た
性

格

､
他

面
笥
像

的
'･
零

的

偉

篠

本
讃

ん
栗

円
に
複
素

し
て

..TJ
た

水

た
め

に
｢

無

零

し

.こ
さ
れ

た
の

で
あ

ろ

と
解

J
Zれ

ろ
,
青

葉

院

円

弧

相

取

オ

三
代

と
し

て

C
桑

円

C
救

急

祈

上
皇

へ
の
県
議

の
内
容

を

右
東

に
表

れ

ろ

己
無

理

で
は
あ

る

失

い
｡

a
日

｢
寵

本
朝

往

生

伝

L

C
繁

華

O

｢
冶

佐

里

伝
L
I

の

尊

的

上
人

･
仙
命

･
,氷
快

.
｢
後

強
運

後

生
伝
L

の
凝

禅

･
永

卓
,
上

人

､
上

人

隆

遅

､
.
上
人
行
範

｡

｢
本

朝
新

修

猿

生

伝

｣

の
比

丘

尼
直

や

惟

東
経

藍

｡

ら

の

庖

岬

を
通

じ
て

.

5
①

の
臭

で
旦

｢
往

生
常
中

.
念

仏
為

薮
｣

と

L
t
d
'か

九
㌢

Lr
.

ヽノ＼ヾノ′＼ ら

､
｢
今

勧
食

仏
名

.

華

恵
庭

祭

壇

々
倍

額
J
'
｢
請

求

愚
衆

争

t<

心
象

急

.JT

.

頑

簡
保

弔
､

鹿
各
寮

歌

｣

と

し

て
.
鉄

憎

C
話

術

を
邑

又
牲

生

の
別

棟

と
レ

て
,W

の

頑

健

と
仙
術

在

俗

的
違

贋

と
仏
法

へ
の
功
徳

な
ど
率

方

面

に
わ

た
る

十

三
藤

の
余

行

を

あ

げ

て

い
ろ
｡

㊤

El

臭

で
は

､
費
帯

食

租

C
茶

に
'

定
償

.
敵

背

.
布

相
蔦

.
無

相
蔦

の

田
棲

C
食

血

を
あ

げ

て

'/
乃

k
:
'

南

柏
東

至
里
雪

組

レ
た

こ

と
は

｢
鼓

知
初

学

J乙
輩

､
慢
敏

色

守

後
学

､乙
徒

食

法

曹
せ

｣

｢
､御

心
勤

行

･
入
怯

希

望

-

畏

敬

今

き
略

を

相

観

し

こ
か

｢
唱

叫
息

名

号

･
為

塩

生

菜

･
何

猛
歓
食

相

也

S
健

耶

｣

か
ら
知

れ

ろ
ー
6
)
の
奏

す

軽

費

の
唾

･b,
相

の
凝

琴

か
､り
知

.り
九

ろ
.

雪

上
蒐

専
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最

蚤

晴

代

の
浮

上
赦
し

荘
史

学

研
究

(

一二
一

号
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箱
本
彦

異
句

｢
飯
倉

麻
舛
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姓

け

ち
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教
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河

麿

L
S芸
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恵

三
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-

E
二

S
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産

院

円

畝

三
筋
醍

末
寺

費
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寺

出
身

三

)
れ

て

い

ろ

｡

∽
1
後

忠
連

往

生
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｣

に

｢
官

尊
賓
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､
皇

魚
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食

､

所
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三
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一
鉢

.
胡
枚
会
費
而
E
L

(
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象

仏
行

者
訓

果
し

雪

目
年

号

恩
田
長

野

｢
法
然

,▲し
土
人
全
集
｣
相
承

桝

嘆
買

抄

へ｢六
慕

史
料

｣ノ
収
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九
)

甲

に
｢
豪
雪

丁
エ

ー
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象

大
僧

正
｣

と
吊
る
｢
養
魚
｣
を

｢
牽

円
し

こ
比
良

し
て
い
ろ
｡

S

質

料
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し
て

｢
法
然

土
人

行
状
貴

国
L

B
十

二
｡
｢

里
山谷
凍
雪

上
人
伝

J

オ

十
大

.

｢
浩
然
小
上
人

季
訳
｣
九

ヒ
D

｢
研

丹

記

｣

(
妻

卑

元
号

六
日

二
十

ヒ
日

の
某

と

碓
注

さ
れ
希

土丈
槻

V
記
事

)
｡
｢
百
錬

抄

L
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二
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.

.ヽ▲ノ＼くJ′＼

｢
尾

管

抄
｣
申

す

,r
喪

円

の
念

仏
噂
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知

れ

ろ
記

書

き
取
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雪
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･
確

っ
仁
古
の
と
し
rJ
tW
,
拳

大

中

G
iTb(
軒
永

亘

浅
然

舞
卜

云
上
人
ア

リ
キ
'
･
‥

噴
泉

-

数

H
,./
チ

.ガ
イ

〒

碍
髄
r(
小
人

へ
ヨ

モ
ア

ラ
)ン
｡
梨

＼ン
キ
事

ド

壬
ナ

リ
ム

の

FT
で
あ

る

｡

二
の
読

替

を
審

理

す

ろ

と
｡

い
遭
水

の
b
f･
に
法
然

ガ
専

修
念

仏

と
号

す
る
在

仏
荒

を
立

て

た

二
と

｡

ê
i

守
し

て

,

こ
の
念

仏
は

｢
タ

､7･
ア
さ
ダ

仏

卜
･･(
i:
=
甲

ベ

干
せ
｡
ソ
レ
ナ

う
又

コ
ト
最

盛

-
ツ

ト
人

へ
ナ

IJ
ソ
〝

L

と

説

オ
れ

iil
こ
;
J

J
'

5

ま
L
.
､

こ
の
念

仏
は

｢
不
可

電
導

～
貴
重
名
寄
-

是
＼
遺

し
膏

t=
軍
容

k
J
れ

て
､

｢
タ
デ
繁

昌

二
世

二
八
,/
･･
,
L

t
i,
ウ

シ

〒

ヲ

ヨ

ク

ヲ

コ

し

っ
を

()
ど
..

抑
但

し
､

r
J
GT
1
繁

昌

J

C

牛

げ

に
璃
農

的

傾

向

が
落

し

た

こ

と
｡

員
体
的

に
tf.音
乗
.

佐
牽

H･b
'と
れ
,天
晴
れ
賓

を
通
じ

て
尼

ビ
毛

に
壕
正

し
て
R

値

を
乱

し
二

て
の
野

木
並

に
宮
平

に
ま

で
艮

α
帝

人

社
軍

に
知

t
f･り
れ

仁

こ

こ
.

岡

<

の
曳

く

と
こ

ろ

と
し
て
､

一

つ
-

宿
者

二
叔

又
レ
べ
.
女
鹿
ヲ

コ
-

J
uj魚
島
ヲ
食
モ

｡

阿

JW
ダ
仏

八
八
コ
＼>
モ
ト
ガ
,
'

壬

へ
.t<
.

一
向
尊
虜

二
T
-
〒
食

仏
.･<
カ
-

ヲ
虐
ゞ
ソ

レ
.J

へ
.

t
定

最
後

〓
ム
石

へ

君
7
丁

｡｣
と
.

/ヽ
＼ノ
､

b
仲
'6
原
因

の

f
つ
,V
な

っ
て
凍
琴

風
罪

に
仰

せ
ゎ
れ
i
J
こ

と｡∽併
し
､

あ

ま
り

｢
方
人

｣
甘

く
許

さ
れ

て
嘩

l果
し
た
法
祭

は
入

谷

東

山

で
入
激

し

を

二

と
｡

そ

の
際

人

々

が

T.栓
iH
/
㌔

｣

と
て
壊

つ
た
が
.
)で
り

〓
わ

れ

乃
虜

が
t
O
若

も
t
T
J
転

軽

街
儀

も
増
賃

ヒ
人

の

や

り

こ
云

は

れ

O

こ

こ
も

な
か

っ

た

こ

と

e
5
法
然
見
張
喚
き
軍
略
念

仏
促

へ
の

山

の
圧
迫

ぷ
落

し
た

こ

と
♪

新

=l～
e
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頂

L
,対

し
て

(
J
の
衰

円

の
救
判

･
全
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葺
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萌
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二
L,
差

置

ご
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き
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.
｢
産

生
大
雪
や

｣

に
｢

つ
J･'
く
虚
で

苛
か

ち

uJ
†

･
む

れ
甘
邪
見

を
te
こ
し

J

邪
見を
市

ニ
ー
ー'C

と
L
L

L
ら
J<
れ
甘

信

忙

っ
よ

イ

う
ず

Jd
う
加
街

t
t
ユ
ニ
)
こ
i1
て
頼

る
せ

｣

と
述

て
い

ろ
如

く
､
}.Tl
怨

の
教

護
自

体

が

彼

の
甘
藍

を

正

し
く

伝
え

る
直

瀞

を
f<
王
が

弓

符
節

っ
モ

(
言

で
新

奇
.

い
ま
葱

円

の
記
事
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鶴

っ
て
焦

定
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名

･
悪

人
後

生
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し
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写
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蘇
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仏

収
外

の
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切
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宗
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す

う
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テ
T
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篭
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臥

レ
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れ
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の
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手
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底

に
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円
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篭
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榊
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憂
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る
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範
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述
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､り

れ

て

い
ね
｡
そ

し
て
後

着

の
林
泉
的

頂
事

件

不
を
賓

'
撞
童

の
印
篭
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菜
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仏
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蒔
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仏
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潮
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岩
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仁
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猿
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す
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夜

に二
比

L
r
経

町

は
諦
軽

的

で
あ

り

強
姦

で
tS
ろ
.
｢

殉

酸

一女
利
狗
崎

増

､
マ

コ
ト

十
ラ

ン
妾

｣

･

T
雇
主
b

上
甑

す

わ

り

ニ
モ

ア
り

又
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萄
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仏
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榛
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鶏
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範
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蓋
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滝
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∩
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ろ
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∩
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